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ここで W2(-∇2)はフーリエ成分 kで 仙2(k2)と書けば,分散関係を指定していることが判
る｡式(1)において系は体積 Vの中で定義されているものとしVI(¢)--LIは非調和的
な相互作用を表わしている｡ (｡と Vlは次の2つの条件を満たすものとする｡ これらはマ
クロ極限 Ⅴ- - が存在する為に必要な条件である｡
(i) u(k2)≡ ukは正で零にはならない｡




VI(¢)- ∑ V'n)(x .,x2,-･,Xn)4(xl)4(x2)- ¢(xn)n-3
- 397 -
･ - - (3)
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郎 …(紘 輔 -(QRh,dh),
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に注意する｡ 0(Ⅴ)とはオーダー Ⅴの示量変数であることを意味する｡ よって有限エネ
ルギーの固有状態を表わす波動関数は





























章の目的である｡ 式が少 し複雑になるが,簡単な議論で言える｡ まずGelLMann-Low断
















で定義される｡ ここで Im≫の波動関数 <¢Im≫ を見る｡ その為には式(10)の分子のみで
充分である｡ 分母は 9日こ依らない無限大の因子を打ち消すのに必要な因子である｡ 以下
t'-0として有限の t,αで議論する｡
<¢Lm≫≡<射ua(o,i)Lm>




















Kl-expト / :dt"vr(‡ 品 ))





































と書けることが判る｡ ここで WたとVl(¢)に対する条件からC'n'(xl･･Xn)は IL- Xjの関
数で 圧 i- Xjl- ∞ で充分速く零へ行くことが判る｡
こうして相互作用がある場合も















これはクラスIの示強変数 (ミクロ変数)である｡ Vのオーダーとしてはf(x)- 0(1)
(Ⅴ- ∞)と書くことにする｡ そうすると有限の励起エネルギーの状態は Ⅴ- ∞で












































ここで T(X.)- W(J-0)-0とルジャンドル変換の定義からくる W"(Jo)r"(XO)--1
を用いた｡ 式@6)はX -X.のみが効いていることを示 し基底状態ではX[¢]が X.に国







































次 にⅩ[¢]の値の異なる状態間の行列要素 をみることにする｡ 2つの波動関数
<Ql¢>xl, <射¢>x2をとる｡ ここで Xlと x 2はX[Q]の異 なる値 を意味 しl¢>xl
l¢>x2はそれぞれそのようなX[¢]の値を与える状態である｡<¢l¢ > 古宇eFilQ](i-1,2)
と書く｡ X[¢]をXに固定して内積をつくる｡






Xl辛 x 2ではこれは零である (不等式が現れたのはSchwarzの不等式を用いたため)｡
もっと-般に
/[dQ]xl<両 ,4(xl)- H(xn..)･･<QIQ,x2 -･･･(42)
を考えても積分が expの肩のオーダー Vの量で決まる停留のみで与えられるのでこの量r
も V- ∞ では(41)の因子と同じものに比倒 しやはり零となることが判る｡
¢,Hのすべての多項式の,マクロに異る状態間の行列要素はマクロ極限では零である
V.いくつかの議論
(i)些墾 以上のことは,Vを仝体積にとらなくても成 り立つ｡例えばVを仝体積の k



























であり,解 X(i)がX[¢]の揺らぎのない値を各 tで与えるのである｡ 式(46)の具体的な応
用は現在進行中である｡
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